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研究成果の概要 

 本研究では、寄生蜂ニホンアソバラコマユバチが産生する毒成分が、宿主ショウジョウバエの成虫原

基(the imaginal discs)において細胞死を誘導する現象 Imaginal disc degradation (IDD) に着目

し、その毒成分を同定することによって、飼い殺し型寄生の分子機構を解明することを目指す。そして、

寄生蜂の毒成分が宿主以外の生物の組織や哺乳類の培養細胞に及ぼす効果を追究することで、寄生蜂

毒の天然医薬資源としての価値を評価する。 

 本年度は、IDD 誘導に必要な２つの毒遺伝子 IDDF-1 と IDDF-2 を同定したことを論文として発表

した（Kamiyama et al. 2025 Science Advances 11, eadq8771）。この成果は、非モデル生物でのゲノ

ム解析とマルチオミクス解析が、従来のモデル生物を用いた研究では明らかにされない分子機構を追

究するのに有効であることを強く支持するものである。本成果を礎として、寄生蜂の毒の多様性や作用

機序の多様性を今後さらに明らかにしていくことを目指す。 

 現在、本研究では、IDDF 以外の毒成分の同定に向けて新たなスクリーニングの準備をしている。前

回のスクリーニングでは、細胞死誘導に着目したのに対して、今回は細胞分裂停止に着目することによ

って、新規分子の同定を見込む。また、宿主ショウジョウバエ組織においても、寄生蜂毒が誘導する細

胞死を仲介する受容体ファミリー分子を探索し、候補分子を得ている。さらに本研究では、同アソバラ

属近縁種のゲノム解析に着手し、毒遺伝子の多様性と保存性を調べていく。以上の解析により、寄生蜂

種と宿主種の宿主特異性の分子基盤を明らかにする予定である。 
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